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平成２３年度 福井型コミュニティ・スクール推進事業実施報告書  

地 域 で 育 つ 子 ど も た ち 

大野市上庄中学校 

１ 取り組みの概要 

（１）地域や家庭と学校の連携実績                （２）地域人材の活用（のべ人数） 

項   目 回 数 講師･ゲストティーチャー 

地域･学校協議会      ３ 回 ２２人

中学校区を単位とした協議会      ３ 回 授業ボランティア（含：低ボラ） 

 

 

 

地域及び家庭への学校公開 ６回（のべ）   ７日 ０人

登下校支援ボランティア 

０人

その他（            ）

（３）特色ある活動   

                                  人

 

                                       

                             

 

テーマ「  心の教育の充実  」 

心の教育の充実…地域で育つ生徒たち 

本校のスクールプランは温・根・知・信を四本柱としているが、この中の「信」は家庭・

地域との連携を表わしている。その内容は、①家庭・地域に信頼される開かれた学校づく

り、②上庄校区研究会を通した、幼・保・小・中の連携と相互交流、③家庭・地域と双方向

の連携ができる学校づくりである。生徒の全人的な成長を図るには、学校だけでは不十分で

あり、家庭や地域との連携が不可欠である。生徒たちをどんどん地域の活動に参加させ、地

域の大人たちに交じって活動することにより、一層の充実を図ることができる。 

上庄校区クリーン作戦の実施 

上庄地区の保育園・幼稚園・小学校・中学校の園児・児 

童・生徒が一緒になって、５月３０日に自分の住む集落内 

の空き缶拾いや清掃活動を実施した。 

上庄地区球技大会・体育大会に参加 

上庄地区には５つの分団があり、分団対抗で球技大会や 

体育大会が行われる。それぞれの分団代表選手として中学 

生も参加した。運動部の活動は両日とも休止し、吹奏楽部 

は体育大会の開会式に参加するなど協力態勢をとっている。 

上庄地区夏まつりに参加 

８月６日の夏まつりには、ジュニアリーダーを中心として、多数の生徒が参加した。盆

踊りでは輪の中心となって踊り、模擬店では準備・販売・片付けなど主体的に活動した。

中学生の参加はすっかり定着し、まつりを大いに盛り上げている。 

上庄地区敬老会に参加 

１０月２日の敬老会では、吹奏楽部が演奏を披露した。吹奏楽部は、体育大会や夏祭り

でも演奏を披露しており、上庄地区の行事に欠かせない存在になってきている。 

成果と課題  

地域・学校協議会でいただいた意見や感想も、また上庄校同窓会など各種団体の学校に対

する働きかけも、地域の心の拠りどころとしての学校を支える慈愛に満ちたものばかりであ

る。生徒たちが地域に溶け込み、大人たちに交じって活動する姿が、地域の方々の心を動か

している。学校として今後もこの流れを大切にして、学校と地域が一体となって心の教育の

充実を図る姿勢を堅持していきたい。 


